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RoderickRandomにお け る二重 逆 転 構 造
服 部 典 之
1
冷酷 な世 間,彼 の最 初 の劇TheRegicideを遂 に上 演 しなか った世 間に対
す る激 しい憤 りと,処 女作 を上梓す ることにあ たっての なみなみな らぬ気
概 を持 って,Smollettは彼の決意 のほ どをRoderickRandomの序文に書
きつ けてい る。
我 々は,こ の作 品の構 造 を考 え るに あた って,Smo11ett自身が どの程度
作 品構成 に対 して意識的 であ ったか を見るために,ま ず この序文 を検討 し
なければ な らない。
この 中で,彼 は"Romance"を攻撃 した後,そ の欠点 を是正 した作家の
一人 としてLeSageを 挙 げるのだが,そ れに もかか わ らず,そ の代表作
GilBlasにつ いて次の よ うに苦 言 を呈 している。
The disgraces of Gil  Blas, are for the most part, such as rather excite 
mirth than compassion ; he himself laughs at  them  ; and his transitions 
from distress to happiness, or at least ease, are so sudden that neither 
the reader has time to pity him, nor himself to be acquainted with 
affliction. —This conduct, in my opinion, not only deviates from pro-
bability, but prevents that generous indignation, which ought to ani-
mate the reader, against the sordid and vicious disposition of the 
world.  1
GilBlasを批判す る形 でここに提 出されて い る彼の主張 は,.次の三点 に
絞 られ る。
(a)Smollettは,主人公 の苦 境か ら幸福へ の転換 が 自然に受け 入れ られ る
もの でな くてはな らない,と 言 う。転換transitionsとい う単 語が 複数 に
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な って い るこ とは,幸 福 か ら苦境へ の逆の転換 も存在 して いる,と い うこ
とを示す ので,要 は主 人公の境遇 の変化 が 自然 でな くては な らない,と い
っことであ る。,
(b)(a)が直接作 品構 成に 関係 して いる とす れば,(b)と次に挙 げる(c)は読者
の反応 と繋 が りを持 つ。読者 は,主 人公の窮境に同情 し,ひ いては 彼の幸
運 を共に喜 ぶこ とを期待 され てい る。我 々はDamianGrantも指摘 す るよ
うに2)長年Roderickと別 れ ていたvaletのStrapが作 品半ば で彼 の冒険
の数 々 を聞 く時 の態 度でSmollettの書 くRoderickの物語 を聞かね ばな ら
ない。
During the recital, my friend was strongly affected, according to the 
various situations described: He started with surprised, glowed with 
indignation, gaped with curiosity, smiled with pleasure, trembled with 
fear, and wept with sorrow, as the vicissitudes of my life inspired 
these different  passions  ;(p. 253)
つ ま り,小 説は歓 喜 と悲嘆 とい う対極 にあ る気分に我 々が感情移 入す るこ
とに よって進 んでい く,と い うこ とに なる。
(c)Smollettの世 間に対す る怒 りを,我 々読 者は共有 しなければ な らな い。
主人公 に とって世 界は二分 され てお り,味 方か ら成 る心理 的には 内側 の世
界に対 して,敵 である,対 抗すべ き外的世 界が対 置 され てい る。Random
が,Picaresqueであるか どうかの議論 は さてお き,JohnM.Warnerが
picaresque小説につ いて指摘 したこ とは,Smollettの小 説 において も正 し
い 。
There is a tangible social world here [in Lazarillo or Gil  Ras], yet 
the picaro exists as a separate, isolated consciousness within that 
world. There is a disjunction between the world outside and the sub-
jective world  within.3)
主人公たちの戦いは,悪 意 を持 った世間に対するもので,彼 の抱 く目的
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地 は,内 的世 界が,何 ら障害物 を持 た ない状 態で確 立 され た地 点であ る。
この二つの世 界の対 立が完全 に主 題 と関 わ りあって発展 してい く過 程 を見
るためには,第 二作PeregrinePickleを待 たね ばな らない。
以上 の主 張 を総合 して,そ の作 品論 をRoderickRandomに応用 してみ
よ う。Smollettの企図 していた構図 は,主 人公Roderickが世 間 との関わ
りを軸 に,幸 運 と不運 に交互 に遭遇 しなが ら冒険 の旅 を続け,我 々読 者は
彼の 自然 に変転 す る運命 を共有 しなが らその旅 を追 いかけてい く,と い う
もの となる。
この序文 だけ を見て も,Smollettが作 品全体 の構成 な どに対 してか な り
意 識的 であった ことが窺 え る。彼の思 う通 りの構成が実現 されてい るな ら,
Kahrlの言 う"asuccessionoflooselylinkedepisodes"4)の中に も十分
linkは見 られ るこ とに なろ う。 またWalterAllenのよ うにepisodeの累
積効果 よ1)個々のepisodeを重視 す る5)にして も,あ ま りに極端 に走 るな
ら作者 の意図の重要 な部分 を見落 とす こ とに なろ う。
無意 識の レベ ルにお いて も,Smollettは後年SirLauncelotGreavesと
い う英 国初 の連載小 説で,現 在 に至 るまで使 われてい るあ の手法,つ ま り
事件の結 末 を隠 して次回の連載 に読 者の関心 を繋 ぐ 〈次回 に続 く〉 を発明
したが,こ の よ うな,読 者 を引っぱ ってい くstory・tellerとしての 本能 の
よ うな もの を持 つ彼が,そ の 同 じ本能 に よって処女作 を構 築 して い る,と
は言 え まいか。
さて,作 品の 中に実 際に実現 されてい る構成の話 に移 るが,簡 単 に言 う
な ら,RoderickRandomの全体 は作 者の意図通 り,順 序 よ く起 こ る幸 運
と不運 の交 替に よって作 られて いる。Roderickの伯父Bowlingの言 う単
純 な人生訓 にあ る,人 生 は航 海で あって順 風の 日が あ るか と思 えば次 には
嵐が来 る(p.223),といった考 え を具現 した ような構成 である。
この単純 な構 成に初め て効 果的 な言葉 を与 えた学者 は,RobertAlterと
PaulFussellであった。Alterは主 人公 をpicaroと考 え,彼 の人生 は,一
方 では経験 を楽 しむ こ とで,ま た他方 では逆 境に よって性格づ け られて お
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り,そ れに対応す る心理 的領域 は,そ れ ぞれ無頓着 さ と怒 り,と い う対立
す る極 にあ るものであ る,6)と言 う。 またFussel1は,旅の観点 に よって小
説 を考 え,そ こに喜劇 的,も し くはアイ ロニ ックな逆 転のパ ター ンを見 る。
It [the pattern of comic—or ironic—reversal] consists of two elements 
betokening in their way the perpetual dualistic rhythms which intro-
duce a kind of moral order into the continuum of human experience. 
We have first a protracted but smooth ascent to some height of fe-
licity or optimistic  perception  ; this condition then precipitates a 
sudden, surprising reversal, a rapid descent into perception or comic 
disillusion—the two being very much the same thing. 7)
二人の視点 は異な ってい るが,期 せず して同 じ時期 に,同 じ事実 に着 目
したの であった。後者 を承 けて,フ ランスの研 究者G.Bouceは,数 年 後,
画期的 なTheNovelsofSmollettにお いて,Smollettの小 説の中に"the
veryunityofmorallifewithitsalternatingpeaksandprecipices"8)が
存在す るこ とを明言 した。
ただ,も しこれほ ど単純 な構 造 であるな ら,GilBlasの中に もそれは十
分見 られるだ ろう。9)従って我々の興味 の中心は,こ の単 純 な絶頂 と墜落
の交替す る構 造 を,自 然に読者 に受 け入れ られ るよ うな もの にす るために
Smollettが用いた装置 は どの よ うな ものであ ったか,と い うこ とにな る。
それが 二重逆 転,と で も呼 ぶべ きパ ター ンで ある。
II
RoderickRandomの父は,貧 乏 な女,つ ま り,Roderickの母 と結婚 し
た ことで,gentlemanであ る金持 ちの祖父 に よって勘 当され,そ の ため に
彼は悲惨 な少年 時代 を送 る。父は失踪 し,母 は死 に,頼 る人間は伯父 の
Bowlingのみ,Bowlingの破産後 の生活手段 は,愚 劣 な外科 医の徒弟 とし
て働 くこ とのみ であ る。 このよ うな暗 い生活 に嫌 気の さ した彼は上京す る
決 意 を固め,道 中偶 然 出会 った旧友Strapと様 々 な冒険 をしなが らロ ン ド
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ン までや って来 る。
最初 は 田舎者丸 出 しのへ まばか りや って いたRoderickは,都会 の生活
に徐 々に慣 れて くるに従 って傲 慢な気持 ちをふ くらませ て い く(P.104)。
雇 い主 の娘 の愛情 に応 えず 肉体 に応 えるこ とで 自己の立場 をよ くす る術 策
を身につ けた り,彼 女 の情夫 を完 膚な きまでこ らしめ た彼 は,自 分へ の 自
信 をす っか り固め る。
I now began to look upon myself as a gentleman in  reality  ; learned 
to dance of a Frenchman whom I had cured of a fashionable distemper; 
frequented plays during the holidays ; became the oracle of an ale-
house, where every dispute was referred to my  decision  ; and at length 
contracted an acquaintance with a young  lady.  .  .  . (p. 108)
長 く続 いた彼 の暗黒の生 活の末に訪れ たこれが,最 初の上昇 点で ある。
読 者は彼 と共 に気持 ちを膨 らませ るが,ど こか でひ っかか りを感ず る。 こ
の 上 昇はRoderickの考 え るよ うに 現実 の(inreality)もの ど い うよ り
心 理的 な ものではな いか 。同 じ場面 で彼は,あの 阿呆 の よ うに忠実なStrap
が嫌が るに も構 わず,あ る紳士 の従 者 として フ ランスに行かせ る。
I [Roderick] was even ashamed to see a journeyman enquiring after 
me with the familiarity of a companion." (p. 108)
彼の道徳 は都 会の毒 に汚染 され て しまって い るの だ。 彼は外面 では高 い
地 点に上が ってい るが,現 実に は墜 落 して いる。
上昇 は次 の場 面の墜落 に繋が る。次の章(xxi)で早 くも彼の敵Gawky
の陰謀 に よって彼は主 人の家 を放遂 され る。 これ を言 いかえ ると,内 的墜
落が次 の場 面で顕在化 して,実 際の境遇 が落 ち込む とい うことに なる。金
も評判 も友 も失 った彼 は思 う。"ThusIfoundmyself,bytheiniquityof
mankind,inamuchmoredeplorableconditionthanever."(p.114)我々
読者 は,共 に大変 なこ とになった と感 じなが らも,彼 の ようにその責 任 を
人類 の不正 さのみ にお しつ け られな い。彼 のその 直前の道徳的墜落 を知 っ
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てい るだけに,や は りそ うな ったか,と 思 って しまうの だ。Roderickの
不幸 は偶 然に起 こったが,我 々の心 の中 では,前 の段 階の道徳 的墜落 と次
の外的墜落 は因果の鎖 で繋 が って い る。
しか し,こ の窮境 に陥 ることで彼 はか えって道徳 的良心 の方は取 り返 す。
彼 は,隣 りに住ん でお り,飢 えで瀕死 の状態 にいた女性 を 自分 の乏 しい金
で救 う。 彼は 自らが苦 しい 目に遭 うことで慈善(charity)と寛容(gener-
osity)の心 を思 いだす 。つ ま り,こ の外的 な墜落 はその 中に道徳 的 な上 昇
を含ん でい るのだ。外面 と内面は同 じ く対極 にあ りなが ら も,そ の関係 は
先 ほ どの もの と全 く逆 にな って いる ことに注意 したい。
さて,我 々は内的 な生 活 と外的 な生 活が一致 した時に安 定 を得 るの であ
って,内 面 を隠 した り,偽 った りす る,も しくは外的な 自分 の状 況 にそ ぐ
わない 内面 を育て た りす ると,い つ か破 局 を迎 える ものだが,Roderick
の破 局 もそれに類す る ものだ と言 え る。
主人公 が常に相反す る内面 と外面 を持 つ ために,破 局 を予感 させ る よう
な不安 定 な感 じ,不 確定 な雰囲気が小 説全体 を覆 ってい る。 この不安 定感
も,読者に次に何が起 こるだろうと思わせる効果の一面であろう。不安定
さが 自 らの圧力 に耐 え きれず 自爆作 用 を惹 き起 こし,次 の逆 の不安 定 さを
形作 ってい く,と い うのが,こ の小 説の基 本的構 造だ と言え る。
徐々 に築 かれ た幸蓮 はFussellも言 うよ うに一 瞬に して崩 壊す るが,不
運 が償 われ るに は多少 の時間 を要す る。小 説の中央部 での上 昇 を体験 す る
までに は,Roderickは悲 惨 な軍医 補佐 としての海上生活 を送 らな くては
な らな い。
小 説の 中央部にD.Brooksの言 うよ うな数 秘学的意 味があ る10)かどうか
は別 に して も,Smollettにお いて,中 央部 が小説全体 でhappyendを除
外 した最 も高 い上昇点にな るこ とが 多いのは事実 であ る。こ こでRoderick
は数 々の悲惨 さの記憶 を背 負 った船Thunderを後に して,そ こで偶 然に
旧友 た ちに 出会 い,た いへ んな歓 待 を受 け る。多額の金や 品物 の プレゼ ン
トです っか り気 分が高揚 した彼は,自 分 につ いてこ う語 る。
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Being thus provided with money and all necessaries for the comfort 
of life, I began to look upon myself as a gentleman of some conse-
quence, and felt my pride dilate apace. (p. 206)
我 々は長い陰惨 な描写か ら解放 されて,こ の上昇が,彼 の慈善 や悲惨 さ
の中で威 厳 を保 った こ とに対す る報酬 である ように感ず る。外的上昇 は前
段階 の内面に帰 因 して い るのだ。
同時に ここで注 目すべ きこ とは,彼 が上昇 した と感ず るのは,前 の上 昇
の時 と同 じ く,「紳士 」とい う地位 を取 り戻 した こ と,として意 識 され るこ と
だ。彼は祖父 に よって不 当に も奪 われ た 「紳士 」 とい う生 まれなが らの権
利 を奪 回 しよ うとして常 にあが く。
この中央部 に関 してBouceが"Finally,inorderthatthehero'sfall
shouldbeharder,Smollettarrangesarelativeapogeeforhimbefore
precipitatinghimdowntoanabsoluteperigee"11)と言 うのは技法 の観
点か ら正 しい。 しか しこ こで 「相対性」 よ り更に大 きな問題は,直 後 に墜
落 を伴 う外面 的上 昇 は,こ の小説にお いそ一つのパ タ7ン にな って い ると
い うこ とである。
この場面の上昇 に 内包 され る下降要 因は,Thunderでの最大の仇敵
Crampleyが彼 の乗 り込 む船 で上官 を してい るこ とと,そ れに も拘泥 しな
いRoderickのpicaroなみの無頓着 さ(insouciance)であ る。航 海 の最 中,
Crampleyと決 闘沙汰 を起 こした彼 は,そ の際 中大勢 の不 意討 ちを くらい
北 イン グラン ドの浜辺 に捨て られ る。
彼は ここで偶 然雇 われ るこ とになった家の娘Narcissaに一 目惚 れ し,
短 い上昇 を体 験す るが,所 詮 は召使 いの身 である。 自分の学識 をひけ らか
す とい う傲慢 さ も手伝 って,海 賊 に襲 われ たRoderickはフランスに拉致
され,そ こで また もや 捨 て られる。
フランス軍の一兵卒 として働 いて も彼の悲惨 さは増大す るのみ 。最 早着
る物 も食べ る物 もほ とん どない。こ こで彼 を支 えるの は,自 分 はこの よ う
な境遇 に本来堕 ちる よ うな人間ではない,れ っき とした紳士 である,と い
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うプ.ライ ドであ る。
彼は専制 的君主を崇拝 す るフランス兵 を嘲笑す る。そ して イギ リスを弁
護 して"thoseinsurrectionsoftheEnglishwerenootherthanglorious
effortstorescue孟勉z'independancewhichz{ustheirろirthrighC'(A・246)と
言 う。彼 は この よ うに底辺 を這 いず る生 活 を して も 「紳士」の 身分 と同様,
個 人 とその独 立 を重 んず る気持 ち を放擲 しない。一兵卒 に対す る「紳士 」,
「隷従」 に対す る 「独立」 とい う現 実に拮 抗す る内面 を持つ こ とで,彼 は
あ る日偶 然,出 世 して小金 を貯 め こんだStraPに再 会す るこ とがで きる。
Strapの貯め た300ポン ドーを受 け取 り"[Roderick's]brainwasalmost
turnedwiththissuddenchangeoffortune".(p.2'54)ン亅・説 中三度 目の大 き
な上 昇 を味 わい歓喜 す る ・RoderickにStrapはfortune-huntingを熱心 に
勧 める。
I [Strap] see none [no push] so likely to succeed as your appearing in 
the character of a gentleman (which is your due) and making your 
addresses to some lady of fortune who can render you independant 
at once. (p. 255)
Roderickは即座 に承知 す る。「紳士」 と 「独 立」 の二語 は彼の心 の扉 を
開け る 〈開け ごま〉 なのだ。 しか し明 らか に,こ の計画 は道 徳的下降 を含
んでい る。紳士 であ るか らとい って彼は金持 ちの女性 を欺 く資格 を得 たわ
けではな い。
予 想通 り,彼 の計画は全 くうま くいか ない。お まけ に,彼 の政 治的パ ト
ロンが同性愛者 であ って,彼 へ の援助 の動 機が よこしまな ものであ った こ
とを知 るのだ。
[This piece of information] precipitated me [Roderick] from the most 
exalted pinnacle of hope to the lowest abyss of despondence, and well 
nigh determined me to take Banter's advice, and finish my chagrin 
with a halter. (p. 313)
服 部 典 之73
この後 は,Narcissaとの再会の場面 を除 いて ひ たす ら下 降のみ であ る。
その時 だけは,"[Hewas]elevatedaboveeveryotherconsideration."
彼 は恋 人 と愛 を確かめ あ うが,彼 自身は 困窮 の極 み にある。Narcissaの
兄 は 二人の仲 に気づ き 彼女 を連 れ去 る。 彼 の不 幸 はSmollett的クレ ッ
シェ ン ドを見せ て増加 し,二 次 曲線 を描 く。 その頂 点は刑務所 であ る。
Roderickは中傷 罪でMarshalseaに入れ られ,こ こで全 篇最後 で 最大 の
墜落 に呻 吟 す るこ とにな る。
最後 の,と い うのはつ ま り,こ こでdensexmachinaが現 れ,す べ て を
解決す るため の端緒 を開 いて くれ るのだ。商売 に成功 した伯 父のBowling
であ る。"1[Roderick]wasutterlyconfoundedatthissuddentransition
whichaffectedmemorethananyreverseIhadformerlyfelt."(p.358)
小 説の残 りの部分 にお いて,彼は小説の前半 で失 ったすべ ての もの一 「紳
士」 とい う地位,友 人,金,そ れに死んだ と思 って いた父一 を取 り戻す 。
父の財産 に よって彼は,パ トロ ンな どの他 人に依 存せず に,ま た働か ず と
も経済的 に暮せ るこ とに な り,二 重の意味 で"independent"になる。
最 後の上昇 は決 して唐突 な もの では ない。一 見 それは唐突 である。 しか
し我 々読者 は長い間主人 公に次々 と訪 れ る不 運 につ きあ って きて,そ れ に
よる沈鬱 さが しこ りの よ うな もの となって胸の 中に堆積 してい る。 それに
最早耐 え きれな くな った ところにBowlingが幸 福 の 第一 陣 としてや って
来 る。 それに加 えて,我 々はいつかhappyendが訪 れ るこ とを 〈知 って〉
いる。 もうそろそろだろ う,と 思 うの だ。我 々が心理 的に要求 してい るま
さにその時に上昇が 起こ る。 このため に我 々は唐突 さ を唐 突 さ として感 じ
ない。
III
さて,以 上追 って 来たパ ター ンは,作 中に挿 入 され るMelopoynの話 に
も特徴 的に現れ てお り,そ れは例 えば次 のよ うな言葉 に見 られ る。
Precipitated in this manner, from the highest pinnacle of hope, to the
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abyssofdespondence,Iwasreadytosinkundertheburthenofmy
affliction;(p.394)
つ ま り,そ のパ ター ン とは,pinnacleとabyssを交互 に体験 す る主 人公
に起こ るtransitionによって形成 されてい る。 この小 説は,三 つの大 きな
pinnacleを持 つ。 それは順 番に,ロ ン ドン,小 説の 中央,Strapとの再会
の部分 であ る。上下反転運動 が繰 り返 されなが らも全体は確実 に,監 獄 の
場 面に向か って下降 してい く。
さらに この上 下反転運動 は二重の ものであ る。つ ま り外 的な境遇 や主 人
公 の気持 ちの変 化に隠 れて,逆 向 きのベ ク トル を持 った内面 の道徳 や感情
が 存在 し,そ れが外面 と対 称に なった上下 運動 を繰 り返 し,同 時に外面 に
対 して影響 を与 える,と い う構造 を持つ のだ。最 後に,こ の構 造の分析 を
試 みた い。
まず第一 に,18世紀 に特徴 的 でこの作 品に繰1)返し見 られる,とBouce
の指摘 す るrealityとappearanceの分 裂 とい う問題が,こ の二重 性 を持
つ構造 と深 く関わ りあってい る。例 えば,Horaceを諳 んず る該博 な宿 屋
の主人が実 は追 いは ぎ同然の高 い勘定 をふ っかけ る山師 である,と い うエ
ピソー ドが語 って くれ る ように,あ る人や事柄 の見せ かけ は内面の正 しい
真実 を伝 えてい ない こ とが 多い。 この よ うな問題 意識 を持 ったSmollett
が全体 の構造 を上述の よ うな二重の ものにす るのは さほ ど困難 なこ とでは
なか っただろ う。 この二重性 を生ん でい る中心的 な ものは真実 と見せ かけ
の ギャ ップなのであ るか ら。
相 反す る外見 と現実が あ る,と い うのは不安定 な状況 であ って,そ れは
崩 れ ざるを得 ない。小説 は常 に不安定 さを持 ち,安 定感 を求 めなが ら前へ
前へ と進む 。これは換言 すれば,Smollettがこの ような不確定 さを 自然だ
と考 えて いない,と い うこ とで ある。二番 目にこの構造が我 々に教 えて く
れ るのは,Smollettの持つ平衡 感覚 であ る。彼 の窮極 的 な 目的は,失 なわ
れ た平衡 の,つ ま り秩序 の回復一具体 的に言 えば,例 えばRoderickにお
け る 「紳士」 の回復 一 なのだ。
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この こ とをわか りに くくしてい る原 因は,Smollettがgoldenmeanの
理 想 を念頭 にお きなが らも,極 端 な状況 を描 くの に憑か れてお り,世 界が
平衡 を取 り戻 した後の状態 には何 ら関心 がな い一 これ は 「結婚 」が 習慣 的
に小説の最 後におかれ,そ れ以 後の生活 は当然描かれ なか った事情 を考慮
に入れ て もそ うであ る一 よ うに見 える ところに ある。 しか しやは り,上 昇
の次に は必 ず下 降 を置 く,と い う風 に して互 いの効果 を相 殺 させ る構 造 を
見 ると,我 々はSmollettのバ ラ ンスの とれ た世 界観 を思 わ ざるを得 ない。
この小説 を通 して存在す る不安 定 さに,1.C.Rossは注 目しなが らも,
彼はその原 因 を作 中の 因果 関係 の欠如 に求 めて いる。12)私は上 に述 べ た
様 に別 の とこ ろに原 因 を見てい るし,因 果関係が ない,と い うの に も反対
であ る。 因果関係は,読 者 の心理 の 中には確 か に存在 してい る。主 人公が
上 昇や 墜落 を経験す るのは,前 段 階 の彼 の持 つ道徳 ・感情 な どに対す る報
酬,も し くは罰 と してであ る。
報酬 や罰 を与 えるのは人間で な く神 だ。その意味 で,こ の作 品は近 代市
民社会 に生 きる個 人 としての人間の意志 よ りも,神 の摂理 とい う名 の偶然
が支配す る ロマ ンスの世 界に近 い。13)上下 運動 の因果関係,つ ま り論理
的連関 の鍵 は神が握 ってい るのだ。 この こ とを物語 るが ごと く,ノ ベ ル的
色彩が よ り濃厚に な ってい く次作PeregrinePickleでは,二 重逆転 的構成
はか な り解 体 してい る。
しか しもちろん,神 の摂理は正 当な もの,合 理 的な もの とは限 らな い。
神が完 全に この小 説 を支配す るな ら,ど ん なに運命の逆転が不 自然で唐突
であって も読者 は文 句 を言 えないはずで ある。 ところが,再 び序文 に戻 る
な ら,こ の 「不 自然 さ」「唐突 さ」 はSmollettの最 も忌み嫌 うもので あっ
た。更に言 うな ら,彼 は多 くの18世紀の作家 た ち と同 じく,probabilityを
尊 んだ(p.xliv)。だか らこそ彼は偶 然 と神 の介 入に よる不 自然 さを柔 らげ
るために,こ の作 品 を私 が この論文 で追 って来 た構造 に よって作 ったのだ。
これ は,私 が 〈あたか も……の よ うに感 じる〉 とい う表現 を繰 り返 し用 い
たよ うに,我 々を騙 す装 置 である。騙 そ う とす るSmollettの意識 はか な
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り近代 的な もの と言 える。偶然 を用 いなが らも因果 関係 をス トー リーの 中
に作 りだそ うとす るこの小 説は,過 去の ロマ ンス と未 来の ノベル をつ な ぐ
変遷 期の ものであ った。14)よ り近代的 な意識 で作 られ る第二作が 書かれ
るのは3年 後 のこ とだが,こ の作 品は別の機会 に論 じたい。
注
1)TobiasSmollett,RoderickRandom("OxfordEnglishNovels";London
OxfordUniv.Press,1979),pp.xliv-xlv.以後 の 引 用 は す べ て こ の 版 に よ り ,
頁 数 の5で 示 す 。 な お 引 用 中 の イ タ リ ッ ク は す べ て 私 の も の で あ る 。
2)DamianGrant,"RoderickRandom:LanguageasProjectile",Smollett;
AuthoroftheFirstI3istinction,ed.AlanBold(London:VisionandBarnes
&Noble,1982),p.145.
3)johnM.Warner,"Smollett'sdevelopmentasaNovelist",Novel,v,no.
2(1972),p.150.
4)GeorgeM.Kahrl,TobiasSmollett:Traveler-Novelist(NewYork
OctagonBooks,1978),p.25.
5)WalterAllen,TheEnglishNovel(Harmondsworth:PenguinBooks ,
1958),p.70.
6)RobertAlter,Rogue'sProgress(Cambridge,Mass.:HarvardUniv.
Press,1964),p.71.
7)PaulFussell,TheRhetoricalWorldofAugustanHacmanism(London
・ClarendonPress・Oxford,1965),p.275.
8)Paul-GabrielBouce,TheNovelsofTobiasSmollett(London:Longman
,
1976),p.142.
モ
9)LeSageが こ の よ う な 構 造 を 意 識 し て い た こ と は,例 え ば 次 の よ う な 言 葉
に よ っ て わ か る 。LeSage,GilB伽deSantillane("CollectionFolio",
Gallimard,1973),vol.II,pp.66-67:"Ah1quedepassagesdeladouleur
alajoie,etdelajoiealadouleur!Quellesuccessionbizarrededisgraces
etdeprosperites!"p.204:"11nefautpasetresisensibleauxtraverses
delavie.Vousetesjeune.Aprescetemps-civousenverrezunautre."
10)DouglasBrooks,NumberandPatternintheEighteenth-CenturyNovel
(London:R.K.P.,1973),chap.vi.
11)Bouce,op.cit.,p.114.
12)IanC.Ross,"Language,StructureandVisioninSmollett'sRoderick
Random",EtudesAnglaises,xxxi(1978),pp.52-63.
服 部 典 之 77
13) Cf. Melvyn New,  "'The Grease of God' : The Form of Eighteenth-cen-
 tury English Fiction", PMLA, xci (1976),  p.  238: "That is to say, it is 
 readily apparent in reading Smollett, for example, that "elements" of 
 the romance and of satire persist in his fictions, while "novelistic" ele-
 ments also become vident." 
14) Cf. Ian Watt, The Rise of the Novel  (Harmondsworth  : Penguin Books, 
 1963), p.  24  :"The novel's plot is also distinguished from the most previ-
 ous fiction by its use of past experience as the cause of present action  : 
 a causal connection operating through time replaces the reliance of 
 earlier  narratives on disguises and  concidences....  "
